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はじめに  
■1  本稿は『比較文化論叢』25号の続編である。本稿の体裁は前稿に従った。  
●：   
前稿追記したように、斐素演氏による『源氏物語』「桐壷」訳が入手できたので、  
まず触れたい。   
斐論文は、まず第一章に『源氏物語』における敬語の難しさについて謙譲語  





ものとみなした。斐訳の具体的な問題点についてはまとめの項であげる。   
前稿と同様、論文の見易さを考え任意で原文を区切り通し番号を付け、田溶  
新訳がもとにした日本古典文学全集、それを訳した田溶新訳、その両者を比較  
＊1拙稿「韓国語訳『源氏物語』における解釈上の諸問題について－F桐壷』巻（1）」－   
F比較文化論叢』25号（2010年12月）  
＊2 斐素演氏「源氏物語桐壷巻の韓国語訳の試み」（愛知学院大学大学院文学研究科文研会記   
要 2009年3月）  
＊3 日本古典文学全集『源氏物語』阿部秋生・秋山度・今井源衛校注  
＊4 島津久基著『対訳源氏物語講話巻－』矢島書房 昭和5年11月、玉上琢弥著『源氏物語  
評釈第一巻』角川書店 昭和39年10月、今井忠義著『源氏物語 現代語訳－』桜楓社、昭和   
49年10月、新編日本古典文学全集『源氏物語－』小学館 平成6年3月）  





















金訳  今召人tき司1斗州べ古淵人1吉頑審対句1  
榊告り叫．司斗列ベキ召斗呈召舎可司望  







77 韓国語訳『涼氏物語』における解釈上の諸問題について  【16〕   
然なことでした。  


















田訳：空音互7一望音翌可1昔司且き召♀7t t］早貴Otス1スt，中型き♀  










＊5 円地文子訳『源氏物語一』 新潮文庫 新潮社 平成二十年九月）  
比較文化論叢26 76   〔17〕  
くさせた。  










































田訳：ユ召望01毀♀ 嘲叶中 音互主 立音土司胡 憩ヰ．望音♀  
ユ蚕01せ竺司胡，手管召［後涼殿］可1フ1刀斗吉中書瑚潮音句  
刀刃喜島71刀1魂ヱ ユ更♀号互7一生王号 可労q．要刀せ  

















相可モス1言月1沓月 中音句 増喜望正雪敦看り斗．忍者♀ユ召  
比較文化論叢26 74   〔19〕  



























＊6 田訳に次のような注がある。書手づ（中務省）可1今司ヰ，旦号ヰ召せ青春♀せ司惑   
星安．「中務省に属して、宝物と献上品等を管理した所」。なお、前論文の「女御」に関して   
も田訳には、可可：望音雪 子望音可】月 号音旦q（車札．瑠句旦中朝望ゼ昔．」「女御：   
王の婦人の中で中宮より下、更衣より上の身分。」がつけられている。）  
乃 韓国語訳『漁民物語』lこおける解釈上の諸問題について  〔20〕   
て出して盛大に行った。  





金訳：可里脅スープ一人11せ01司望 嘲，司書旦呈  
ヌ1愚書り叶 普月瑠司11誹車中町中1芙ス1告王早召啓♀Ⅷ杏豆卑  























比較文化論叢26 72   〔21〕  
を買うことはなかった。  





























製♀オ申立 甘望句中中書普01忠告りq．  
7工 韓国語訳『源氏物語上＝こおける解釈上の諸問題について  〔22〕   
まして情理を分かる人達は、このように優れた方がこの世にいられる  
のかと呆然に眺めるだけでした。  















願った。しかし、王は 何年間更衣がふだん病気がちだったことを知  
三三、そのまま状況を見ようというだけで、実家に行くのを許さなか  
った。  









金訳：コ胡（ヰ舌，叫含句 境01そ回そ1相可7t司1可瑚人t7一旦叫フt且尊書  
中正忍中ヱ句中更旦叫司1可朴叶旨司司句ス1舘悪書りヰ．ス1せ  
比較文化論叢26 70   〔2う〕  
実せ音せ相可7一号司音き望01安敷旦旦呈尋尊♀01ロ1当寺剖庚  



























私家に出れるように許諾を受けました。  ようやく   
評 ：瀬戸内訳が「ほんの数日」と訳したため金訳も「わずか何日」として  
いる。また瀬戸内訳が「ようやく」を挿入し、金訳もそれを受けている。  













宮は宮中に残されたまま、更衣だけがひそかに退出なさいます。  金訳：01嘲王朝頗 甘割モ  

















比較文化論叢26 （58   〔2う〕  































67 韓国語訳『源氏物語』における解釈上の諸問題について  （26）   
入りそうになっています。  
金訳：相可き召胡阜旦吉7相可再三司半句l吉舎フ1フt互三吉O一昔中音  
昔01黒古qlス1音♀暮雪斗刀lot♀1ヱ主潮せ王寺望り叶 叶♀♀  
司1斗斗句 01望喜召望午 駁01書司斗望べ主 せ曹フ1司王  
















号互宣旨圭司王 喜可ス1エフ1召せ王寺旦王手胡ベO一手重用官主  


















科訓，相可主 ユ叫嘲官主斗智幸思想書りヰ．甲虫き旨召叫旨  
せ忠き書昔せ曹司史♀嬰，旬月01盟主ス1思≒ス1主音昔瑠可り，  
句±二嘲旦申せ寺7tせ菩王寺旦王ユ司手羽 史書嬰01悪書りq．  


















評 ：「苧車」の説明が「皇族が乗る軍車」だと加えている。「え～ず」が訳  
されてなく、ただ「退出を許可しなかった」となっている。  





























＊7 日本古典文学全集の注ではこの部分「「限りあらむ道」は、前世の因縁で、その時期も定   
められている死出の道。にもかかわらず「後れ先立たじ」と約束が交された、それほど帝と   
更衣とは無類の仲だったのである。」とあり、これを参考にしたのか。）  
比較文化論葦26 64   〔29〕  
いたわしく切なくて  


























金訳：01州主 01州 勇 晋／甘そ1斗瑚可司 書主力主／考♀句 召望  
＊8 田訳では、「望阜召号卑フナ（和歌）呈五一セー五一セー上司 ♀阜豊里ヰ．01召：河7t   
7†ol司叫 795午ヰ♀ヰ．車外吉 ＜＞ 五人l主要司書干望可男卑．せ雪♀阿部、秋山、   
今井句 現代日本語語合着工王威ヰ．」「日本伝統和歌で五一セー五一七一七の韻律を帯び   
る。このような和歌がこの本に795首出る。和歌は＜＞表示で前後を区別した。翻訳は阿部、   
秋山、今井の現代日本語訳を参考にした。」  




生きていたかったのに『こうなると早く  長らくこの命果てるまで／  
から分かってたなら』  























71三言 書中吉子エス一書可1刀1望司辛労望 蚕舎人1今朝ガ中正  
瑚専科スL 望音♀音長句司書舎司卑朝恩ヰ 
桐壷は王に残った言葉があるようだったがいい続けるにはとても苦し  

















営舎聖ス1芙斗忠告りq．召尊書晋Ⅷ 喜望司書望ヱ，叫舌  
望0lot可留刀1司喜斗斗司 01用量召叫手ヱ叫ス1卑オス1ス1司旦ヱ  
忍♀ 中音01告知書り中．コ司り卜 望や】ベlol望刀1剥王朝吉  
妻01聖書りヰ．“ゼ♀且書手可 ス1斗可フ1呈せ71王司 書可フ一斗  










評 ：文章傾が多少違う程度である。  
6Ⅰ 韓国語訳『源氏物語』における解釈上の諸問題について  （う2〕   





評 ：やや省略しているが、特に問題ない。  
瀬戸内訳：帝はその夜は淋しさと不安でお心がふさがり、まんじりともなさら  
ず、夜を明かしかねていらっしゃいました。  





















評  ：「なほいぷせさを限りなくのたまはせつるを」、「なむ」が訳されてい  
ない。  






金訳：祖斗句パフ一旦且埴司斗7t O一室ぎきO一書ス1中主Otせ札 中音可  














昔望三景せ瑚 ユ司せql人1せス1城中．  
その消息を聞いた王はあまりにも驚いて精神を整えられなかった。な  
んの分別も出来ず、ただ部屋で過した。  







評  ：瀬戸内も金も「何ごとも思しめしわかれず」に悲嘆と茫然自失した感  

















増斗可叫 可司り句せ舌可1尊スープ一昔看ql史吉蚕♀召司17一散吉  













比較文化論叢26 ぅ8   〔うぅ〕  
止めどなく涙を流すのを不思議な目で眺めた。  






















評 ：「よろしきことだに」が訳されていなく、また切なさの原因が皇子の  
幼さ放ということになっている。  






































〔う7〕  比較文化論叢26 ぅ6   
坐司司 書ヰフt，普卑官列 望717一句可 斗音量小串ス1ヱ忍ヰ司  
卑有司呈7t≒ス1q号句幸司1朝 刊せ司貴♀斗教書り中．旦可71句  























旦望べ王Ot司主 音互7t Ol人l】せ可1せO一文1き蚕沓敷き嘲，瑚7一  





ぅぅ 韓国語訳『源氏物語』における解釈上の諸問題について  〔う8）   
を見て今になって諦念できますね。」と言った。しかし、結局倒れて  
車で落ちそうになる彼女の姿を見て人達は大変心配をした。  












瑠曽01スlol朴旨雪憩中耳 コ鷲刀1増中朝Ot烈ス1且．”01専刀1曽♀  















明饉）呈告昔月喜幻想叶 喜菩望01労中．（＊10田訳には「瑠小潮  






























金訳 ：ユリ7tせO一文1合札 可可年号司子ス1貴或望召舎芙Ⅷot召五  
首可刀1増キせ重曹01せせ月11ヰ叫ス1羽音♀司子エス一明召  
ぅぅ 韓国語訳頂氏物語J＝こおける解釈上の諸問題について  〔40〕   



































田訳：盲句1オ告望竜王呈ス1号可望 望昔句小菅舎増瑠可刀1召早可望  
可塑喜主音圭司 望昔01♀o一斗ヱ瑠01憂思更衣舎ユ司羽村ヱ  












金訳：忍者召可1月 人1号室三吉音q喜王，旨叫 刀書望瑠主呈ス1号せ  
司1斗句小菅賛刊昔書類含可フ1主斗ヱ召手玉皆01年望旦叫瑠01  
曽致更フ射中当 乞音舎呵♀司司 ユ叶乳可労音りq‘号♀幸司lot  







評 ：「すげなうそねみたまひしか」を瀬戸内訳が「いじめたり」と訳して  
いるため、金訳でも「性悪のことをしたり」と訳している。  





















＊9 金訳における重訳の問題点については、拙稿「金蘭周訳『源氏物語』から見る現代語訳  
『源氏物語』の問題点について－「若紫」「紅葉賀」－」（札幌大学総合論叢 第31号 2011   
年3月）  
〔4う〕  比較文化論叢26 50   
